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地域班班長・副班長名簿徹称略)

全
３６
班
中
１４
名
の
班
長
が
交
代

定
時
総
会
は
６

月

１９

日
（水
）こ
も
れ
び
ホ
ー
ル
で

３
月
末
の
任
期
満
了
で
全
部
班
の
正
副
班
長
が
改
選
さ
れ
、　
１４
名
の

新
班
長
が
誕
生
し
ま
し
た
。
早
速
４
月
１９
日
に
地
域
班
長
会
議
が
招
集

さ
れ
、
そ
の
後
引
き
続
き
４
つ
の
圏
域
に
分
か
れ
て
　
地
区
プ
ロ
ァ
ク

会
議
が
行
わ
れ
ま
す
。
地
区
プ
ロ
ッ
ク
会
議
で
は
、
各
ブ
ロ
ツ
ク
毎
に

推
荒
　
選
出
す
る
理
事
候
補
に
つ
い
て
討
論
さ
れ
ま
す
．

定
時
総
会
は
６
月
”
目
（水
Ｙ
」決
ま
り
ま
し
た
。
理
事

監
事
と
共
に

班
長
ヽ
定
時
総
会
に
向
け
い
ろ
い
ろ
な
任
務
を
果
た
し
て
い
き
ま
す
の

で
　
会
員
の
皆
さ
ん
も
こ
れ
ら
を
注
視
し
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
期
の
事
業
計
画
と
予
算
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。
内
容
は
定
時
総
会

の
議
案
書
に
参
考
資
料
と
し
て
掲
載
す
る
予
定
で
す
。

一
、
平
成

わ
年
度
事
業
計
画
と
収
支

予
算
が
決
ま
り
ま
し
た
（別
掲
）

予
算
額
は

経
常
収
益

五
人
０
、
人
一
七
千
円

経
常
費
用

上
人
■
、
四
七
九

千
円

経
常
増
減
額

▲

一　
六
六
二
千
円

詳
細
に

つ
い
て
は
、
６
月
の
第

３
回
定
時
総
会
の
議
案
書
に
掲
載

す
る
予
定
で
す
．

二
、
定
款
の
定
め
る
と
こ
ろ
に
よ
り

正
副
会
長
及
び
常
務
理
事
（事
務
局

長
）
か
ら

滉
年

９
月
か
ら

％
年

３

月
ま
で
の
職
務
執
行
状
況
の
報
告

が
あ
り
ま
し
た
．

三
、
地
域
班
長
会
議
と
地
区
プ

ロ
ッ

ク
会
議
キ
一
４
月

”
曰
〈
金
）
午
前

９
時

Ю
分
よ
り
保
谷
庁
舎
別
館
で

開
催
し
ま
す
．

会
議
の
テ
ー

マ
は
　
班
長
会
議

で

「
班
長

の
役
割

と
当

面

の
課

題
」
、
地
区
プ

ロ
ッ
ク
会
議
は
一理

事
候
補
の
推
薦
に
つ
い
て
〓
、
す
．

四
、
就
業
上
不
適
格
な
会
員
に
対
す

る
措
置
規
程
と
合
わ
せ
　
就
業
に

間
す
る
数
多
く
の
規
程
等
を

「就

業
規
約
」
を
柱
に
整
理
統
合
し
ま

す
。
就
業
規
約
の
改
正
の
結
果
は

６
月
”
目
の
定
崎
総
会
で
報
告
さ

れ
る
予
定
で
す
。

五
、　
４
月

８
口
～

“
日
（土
目
を
除

き

６
日
間
）
田
無
駅
踏
切
監
視
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
を
実
施
し
ま
す
。

（自
転
車
関
係
就
業
者
延
べ

３６

‐名

が
参
加
予
定
）

多
く
の
会
員
に

参
加
Ｌ
て
い
た
だ
く
た
め
　
今
後

地
域
班
の
組
織
的
な
取
り
組
み
が

期
待
さ
れ
ま
す
。

六
、
市
報
等
「配
布
事
業
改
善
特
別
委

員
会
」
の
改
善
策

の
実
施
に
は
も

う
少
し
時
間
が
か
か
り
ま
す
。

こ

の
配
布
事
業
を
セ
ン
タ
ー
の
組
織

体
制
（地
域
班
組
織
Ｙ
一
リ
ン
ク
さ

せ
る
た
め
の
議
論
を
、
深
め
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

ｔ
、　
３
月
％
日
、
自
転
車
整
理
指
導

の
新
就
業
者
対
象
に
研
修
会
が
開

催
さ
れ
　
”
名
が
出
席
し
ヽ
し
た
．

八
、　
３
月
Ｂ
曰
　
西
東
京
消
防
署
で

開
催
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
取
扱
い
講
習
会
に

‐８
名
が
参
加
。
来
年
度
も
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。
（広
報
宣
伝
部
会
）

平
成

２５
年
度
の
事
業
計
画
と
予
算
に
つ
い
て

常
務
理
事
　
事
務
局
長
　
下
回
　
雅
男

3月 は

傷害事故 0件
賠償事故 0件
―安全管理委員会―

市危機管理室による防犯講演会

西東京市危機管理室主催の防犯講演会が 3月 30日

に 市民会館公会堂で開催されました、会場には約 300

名の市民の皆さんが出席、当センターからも下栗会長

以下 総勢 1∞ 鵜を超える会員が聴講 しました.
第 1部  田無警察署のFJ∫部生活安全課長の防犯講話
では 日無署管内の被害発生よ況について 振 り込め
詐欺 1■都内のフースト2で  自分は大丈夫と思つては
いけない。家 車 自転車の被害の 70・ .が鍵をしてい
ない時に発生していることなどを話されました。

第 2部は立り市大山自治会の位藤良子会長の 1誰 もが

安全に安心して暮らせる地域にするためにJと 題 した

講演でした。当″jは、たちの悪い妨害やいやがらせに

あいながら 現在では 1600世 帯約 4000人 の住民 100γ ,

が加入する、住民にとって無くてはならない自治会に

なっているお話を、興味深く語ってくださいました.

我
が
国
経
済
は
、
輸
出
環
境
の
改

善
や
経
済
対
策
、
金
融
政
策
の
効
果

な
ど
を
背
景
に
、
次
第
に
景
気
回
復

に
向
か
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
状
況

と
な

う
て
い
ま
す
．

当
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成

わ
年
度
の

事
業
計
画
に
お
い
て
、
組
織
強
化
の

た
め
の
会
員
の
増
強
　
と
り
わ
け
女

性
会
員
を
増
や
し
　
時
代
的
要
請
で

ヽ
あ
る
生
活
支
援

（家
事
援
助
）
等

の
事
業
の
拡
充
に
努
め
る
こ
と
や

セ
ン
タ
ー
の
健
全
な
発
展
の
た
め
に

は
、
地
域
班
活
動
の
活
性
化
が
大
変

重
要
な
課
題
で
あ
る
と
し
て
お
り
す

す
。
ま
た
、
社
会
奉
仕
活
動
を
積
極

的
に
行
う
こ
と
に
よ

っ
て
　
公
益

社
団
法
人
と
し
て
の
性
格
や
存
在

を
市
民
の
皆
様
に
し

っ
か
り
と
知

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
　
セ
ン
タ

ー
の
建
全
な
発
展
に
大
切
で
あ
る

●
塁
う
え
て
い
■
〓
■

予
算
に
つ
〓
〓

し
了
、
は
、
収
支

バ
ラ
ン
ス
が
比
較
的
に
良
好
な
今

年
度

の
決
算
見
込
み
を
反
映
さ
せ

る
編
成
方
針
を
と
る
こ
と
に
よ

っ

て
、
こ
こ
２
年
間
続
い
た
大
幅
な

赤
字
決
算
収
支
の
改
善
を
図
る
考

え
で
あ
り
ま
す
の
で
　
会
員
の
皆

様
の
ｉ
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
．

平成 25年 4月 ■|

担 当理事 |■ 6'の t時裕会 まで変更 ●りま■ん

平成 25年 3月

事
務
局
よ
り
お
知
ら
せ

３
月
鈍
日
付
で
丼
■
亨
　
津
Ш

夫
画
次
長
が
退
任

岩
淵
政
美
主
任

と
臨
時
職
員
の
保
谷
工
美
さ
ん
が

退
職
し
ま
し
た
．

ま
た
、
４
月
１
日
か
ら

の
間
根
美
登
里
さ
ん
が
勤
務
し
て

い
ま
す
。

（両
次
長
の
一
Ｌ

拶^
は
裏
面
に
）

４
月
２５
日
（木
）
１３
時
半
か
ら

セ
ン
タ
ー
会
議
室
で
開
催

※

予

約
割

ご
希
望
の
方
は

一手
前
に
セ
ン
タ
ー

率
務
局
ま
で
ご
連
絡
願
い
■
，

奥

入
瀬
渓
流
を
散
策

し
て

昨
年
の
六
月
の
こ
と
で
す
．
趣
味
の

旅
行
を
兼
ね
て
、
カ
メ
ラ
を
ぶ
ら
さ
げ

青
森

の
奥
人
瀬
渓
流
を
散
策
し
て
来

ま
し
た
．

個
人
で
行
く
に
―■
土
地
勘
に
之
し

く
因
惑
し
て
い
た
ら

タ
イ
ミ
ン
グ
良

く
旅
行
会
社

の
ツ
ア
ー
に
参
加
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

惜
油
し
た
の
は
ｒ
■
人
瀬
渓
流
の
入

口
に
あ
る

名
の
あ
る
綺
麗
な
ホ
テ
ル

で
し
た
。
若
葉
か
お
る
新
緑
の
季
節
で

あ
り

観
光
客
が
多
く
各
地
か
ら
集
よ

る
の
で
混
雑
を
達
け
る
た
め
　
一
足
早

く
散
策
し
て
し
ま
お
う
と
い
う
旅
行

会
社
の
配
慮
で
し
た
．

さ
て
、
散
策
を
開
発
し
て
か
ら
間
も

な
く

新
緑
に
差
し
込
む
木
漏
れ
日
が

と
で
も
新
鮮
で
感
動
的
で
し
た
。
都
会

で
は
、
幾
ら
想
像
し
て
も
限
界
が
あ

の
、

一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
。
私
の

錆
付

い
た
脳
に
潤
滑
油
が
入
っ
た
感

じ
で
し
た
。
感
動
す
る
こ
と
で
脳
が
活

性
化
す
る
そ
う
で
す
．

ね
ん
り
ん

渓
流
を
歩
い
て
い
る
と
、

そ
ん
な

一
日
で
し
た
。

撮
影
に
気
が
と
ら
れ
仲
間
と
離
れ
て

し
ま
う
の
も
し
ば
し
ば
で
す
。
そ
の
中

で
も
■
に
と
っ
て
二
円
修
羅
の
流
れ
と

い
う
ボ
イ
ン
ト
が
最
高
で
し
た
。
日
本

の
渓
流

の
カ
レ
ン
ダ
ー
に
使
わ
れ
て

い
る
場
所
で
す
．
至
福
の
ひ
と
時
で
し

た
。
命
の
選
択
と
心
に
栄
養
を
も
ら
つ

旅
行
は
い
い
で
す
ね
、
必
ず
感
動
と

新
し
い
発
見
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
如
何
で
す
か
。
私
が
も
う

一
度
行

っ
て
み
た
い
場
所
で
す
．

（謳
井
　
秀
夫
）
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3月 31日 付て退任されたお2人の次長さんに、
ご挨拶と感想を寄せていただきました。

退 任 の ご挨 拶
●井 上 享

わずか 2年間という短い期間ではありました
が、嘱託職員として公益法人化という大きな節目

の時期に、rJlく 機会をいただき、至らない点が

多々ございましたが、会長をはじめ理事の方々、

また職員、会員の皆様方の暖かい支援に支えられ

全うできましたことに心より感謝を申し上げま

す。これからは少しの間、臨時職員という身分で

の勤務となりますが、引き続きよろしくお願いい

たします。

●津日 和夫

2年間という短い期間でありましたが、公益社
団法人移行後のセンターの一員として、復興支援

イベント、新組織委員会のスター トなど数えきれ

ないほどきまざまなことに携わることが出来ま

した。

ひとえに会長はじめ役員、職員、会員の皆さま

の多大なお力添えやご協力を賜つたことによるも

のと心よりおネL申 し上げます。

今後はこの経験を新たな財産としてまいりたい

と思います。

平成25年度は新たな役員改選も含め組織の充
実、地域貢献にと更に進展されるように祈念いた

しております。

開 催 日

容で、パソコンの初歩的な使い方と楽しさを経
験していただく講座です。
活用講座はワード、エクセルの応用 インターネ
ット メール 画像の処理など、さらなるパソ
コンの活用を学ぶ講座です。 (詳細は下記へ資

料をご請求ください)

「
″́
誦急斃輌ξ彙聾穫勇[

地
図
は
面
白
い

―
そ
の
２
１

下
保
谷
高
橋
家
屋
敷
林
の
裏
に

昔

の

「
下
保
谷
」

の
絵
地
図
が

あ
る
。
明
治
２
年
、
品
川
県
庁
に
出
す

た
め
の
も
の
と
説
明
が

つ
け
ら
れ

て
い
る
。

南
が
上
に
描
か
れ
て
い
る
の
で

私
は
写
真
に
撮

っ
た
も
の
を
印
刷

し
て
、
上
下
反
転
さ
せ
て
見
る
の

だ
が
、
左
右
真
ん
中
を
ド
ー
ン
と

日
立

つ
よ
う
に
大
い
川
が
東
流
し

て
い
る
。

こ
れ
は
隣
の
上
保
谷
の
現

「す

み
よ
し
保
育
園
」
あ
た
り
を
谷
頭

と
す
る
水
路
だ
が
、
湧
水
で
も
あ

る
た
め
あ
ま
り
涸
れ
る
こ
と
が
な

く
い
わ
ゆ
る
自
子
川
の
最
上
流
と

な
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
誇
張
し
た
描
き
方
に
、
当

時
の
村
人
に
と

っ
て
、
こ
の
川
の

存
在
意
識
の
大
き
さ
が
思
い
知
ら

さ
れ
る
。

こ
の
絵
地
図
の
も
う

一
つ
の
面

白
い
と
こ
ろ
は
、
ひ
ば
り
が
丘
地

域
の
、
情
口
無
域
を
包
む
よ
う
な

部
分
が
描
か
れ
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

別
に
あ
る
、
江
戸
時
代
文
化
９

年
の
日
無
村
地
図
に
お
い
て
は
、

エ
シ
ャ
レ
ッ
ト
の
よ
う
に
上
に
つ

ぼ
む
形
を
し
た
口
無
村

の
周
囲

は
　
右
側
全
体
が
上
保
谷
村
、
下

側
が
上
保
谷
新
日
、
左
側
丸
く
膨

ら
ん
だ
部
分
は
柳
久
保
新
口
や
野

中
新
日
と
い
う
現
小
平
域
の
地
名

だ
が
、
左
上
部
、
所
沢
道
よ
り
北

の
部
分
は
確
実
に
「下
保
谷
新
口
」

と
な

つ
て
い
る
の
で
あ
る
。

絵
地
図
で
は
長
い
カ

ニ
足
の
根

本
部
分
だ
け
は
描
か
れ

て
い
る

が
、
そ
れ
が
飛
び
地
的
に
な

つ
て

い
る
。
色
が

つ
い
た
絵
地
図
な
の

で
そ
の
様
子
が
よ
く
わ
か
る
。

ち
な
み
に
、
昭
和
３２
年
の
大
学
、

小
字
の
入

っ
た
こ
の
地
域

の
地
図

と
　
ひ
ば
り
が
丘
地
域
の
地
図
を

み
る
と
、
ひ
ば
り
が
丘
地
域
と
下

保
谷
の
本
体
地
域
の
間
に
、
大
字

上
保
谷
と
埼
玉
県
が
接
し
て
い
る

部
分
が
あ
る
。
ひ
ば
り
が
丘
地
域

は
上
保
谷
と

一
緒
に
な
る
前
は
確

か
に
飛
び
地
だ

っ
た
の
で
あ
る
。

地
図
は
本
当
に
面
白
い
。

（保
谷
町
　
樋

口
明
朗
）

一
国
一
日
日
さ
れ
た
方
々
で
す

お
疲
れ
さ
ま
で
し
た

ルール (― )

囲碁には禁上ソレールがあります。
●一度打つた石を動かす (打ち直す行為)
●「待つた」をして別の場所に打ち直す
●打つてはいけないところに打つ (正式には
着手禁止点といいます)
これらの行為は、大会などでは即反員1負 け
になりますので、平素から禁止ルールを守る
ように心がけましょう。
下図左の図黒Aは打てません。逃げ道はな
く打ったとたんに取られるからです。辺や隅
でも同じです。ただし、自が打つことはかま
いません。右図黒Aは白石 2子を取ることが
できるので打つことができるのです。白もA
と打って黒 1子を取ることができるのです。

3月 18日 に西東京消防署で開催、会員 18名 参加

◇交通擁護の

(提供者 泉町 官本康雄 )

受講料 :入門講座、ワード初級、エクセル417D級、¥6,000
活用講座各 1回 ¥1.500(全 てテキス ト代込)
会 場 :シルバー人材センター 東伏見教室
時 間 :午前 0:30～ 12:00 午後 130～ 4;∞
無米1講座のみ 午後 1:00～ 4;00

申 込 :往復はがきで、講座名、受講日、住所、氏名、
年齢、電話番号を明記の上、下記へ (締切日必着)

※締切り後でも受講可能な場合がありますので、

お問い合わせください。
宛 先 :西東京市シルバー人材センター バソコン班
2020013中町1“ 8保谷東分庁舎内 Tl1 042 425 6011
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◇AED講 習会◇

★ 平成 25年 5月  講座日程 ☆
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新就業者対象に研修会◇

3月 25日 に口無自動車教習所で開催され、 17名 が出席
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